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議事録

＜平成１７年度計画概要について＞

1． 委員会の開催：毎月第４木曜日　１６：００～１７：００

2． 報告書の集計・提出

3． 診療計画に基づいた対策の実施・指導・保管

4． 病棟ラウンド：第２・４金曜日栄養状態と褥瘡の程度を把握し、スタッフへ指導していく。

5． 補助具の使用：５月中には使用できるよう稟議書を提出する。

6． 勉強会の実施：奇数月に予定表に基づいて各病棟の委員会メンバーが行う。

· マニュアルは整備されているので、新しい情報があったら随時付け足す。

· 褥瘡を作らない事を目標に行っていく。

・専任医師が小坂Ｄｒに変更となっています。今まで、サインをもらっていないものは小坂Ｄｒにサインを頂くようにしてください。

＜４月分褥瘡評価＞

南病棟

小泉　きみ様：仙骨部　ブレーデンスケール１０点　エアマット使用中。麻痺があり、動く事ができない。基礎疾患にて糖尿病あり。

　　　　　　　アイソジェン摂取中。栄養状態　Ａｂ・Ｆｅ・Ｚｎ低値であり栄養士と検討していくこととする。一時的に浸出液が減り、処置が1日2回から1回へ変更になったが、褥瘡のポケットが良くならず、悪臭、壊死が見られる。今後は1日２回で処置し、ポケット内も多めに洗浄し、ラップ療法を継続していく。ここ2、3日、下痢便失禁あるため、特に皮膚の清潔を保っていく。

北山　和子様：踵部・臀部　

　　　　　　　Ｆｅの補食で栄養状態は良くなっているので、継続していく。精神状態によりラップを取ったり、お尻を引きずって移動している為、移動時は車椅子を使用していただく。臀部は肉芽形成しているのでアズクロまたはワセリンを塗り、上皮形成を促す。

南　市三郎様：両足背・踵部

　　　　　　　栄養状態Ｃｕのみ正常で他は低値となっている。現在エンシュアリキッドで対応しているが栄養士と相談する。両足背の褥瘡は、上皮形成が進んでおり治癒傾向にある。足を組んでいる事がある為、両足背に褥瘡が発生してしまっている。組まないように観察をしていく。

　　　　　　　踵も上皮形成あり、アズクロかワセリンを薄く塗りラップ療法、除圧を継続していく。

橋本　万様：仙骨部

　　　　　　仙骨部に新たにびらんが出来てしまったが、現在、上皮形成が進んでいる。日中車椅子で過ごす事多く、スタッフ２名でプッシュアップし、除圧していく。尿失禁もあるため、トイレ誘導の時間を決め、清潔を保つようにする。栄養状態は若干低いが、食事は摂れているのでこのまま様子を見ていく。補食にアイスクリームを摂取して頂く。

東病棟

高橋　礼子様：大転子部

　　　　　　　ＴＰ徐々に改善している。ポケットの深さは０．５cmで浸出液少量みられる。

　　　　　　　アクトシン・ラップ療法を継続していく。

砂葉　良子様：仙骨部

　　　　　　　仙骨部痂皮形成している。湿潤環境を保持するためラップ療法は続けていく。

田中　辰子様・板橋　トミ様

　　　　　　　脳内出血で麻痺があり、自力での体動困難。褥瘡を発生させないために、除圧に努めていく。身体の下におねしょマットやタオルを敷くことで熱が篭もり通気性が悪く褥瘡発生の要因にもなる為、使用しないようにしていく。

【発言録】

	松沢委員長
	今年度の計画概要ですが、何か質問はないですか？

	全員
	ないです。

	松沢委員長
	今年度は褥瘡を作らない事を目標にして頑張っていきたいと思います。

そのためにブレ－デンスケールをきちんと活用するようにして下さい。

	全員
	はい。



	松沢委員長
	小泉　きみ様ですが、処置を1回にしたら、浸出液が増えて悪化傾向にあります。２回に戻した方がよいと思います。

	杉澤副委員長
	そうですね。2回にします。



	松沢委員長
	ポケットの中まできちんと洗浄するようにしてください。洗浄が大切ですので。

	杉澤副委員長
	そうですね。壊死組織もあるため、気をつけて行いたいと思います。

	松沢委員長
	橋本　万様の仙骨部に新しい表皮剥離ができました。

	杉澤副委員長
	日中に車椅子に座っている時間が長いのも原因だと思います。あと、失禁も時々あります。

	松沢委員長
	時間を決めてトイレに誘導してはどうか？

	杉澤副委員
	試してみます。

	松沢委員長
	南様の栄養状態はまだ悪いですね。栄養士と相談してみたいと思います。両足背の褥瘡は上皮形成が進んでおり治癒傾向にあります。足を組むと、両足背に褥瘡が発生してしまうため、臥床時は気をつけてみてください。上皮化が進んでいる時はアズクロかワセリンを塗布したほうが、より早く上皮化が進んでいきます。

	工藤委員
	田中　辰子様・板橋　トミ様は脳内出血で体動困難の為、除圧に気をつけています。タオルやおねしょマットも使用しないようにしています。

高橋礼子様と砂葉良子様の創の状態はあまり変化がありません。ラップ療法にて様子をみたいと思います。

	松沢委員長
	そうですね。褥瘡を発生させないように除圧に努めてください。




